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■ 本製品は日本国内専用に製造および贩売されていまず。 

■ 本製品は日本国がでは使用できません。 

’ 曰本国外で使用された製品によるいかなる問題に対してち弊社は責任を負いかねます。 

’ 曰本外の国での製品の技術サポートおよびサービスは一切行なっておりません。 

■ This product is manufactured and sold for Japanese domestic market only. 

- This product can not be used outside Japan. 

■ We have no responsibility for any issues caused by the use o 干 this product outside Japan. 
- We also do not have any technical support and service for this product in other countries. 




はじめに 


設置の手順 


付属品を確認します。 
(1 ページ） 



本取扱説明書に書かれている安全上のご注意、使用上のお願いをよ<読みまず。 
(3 〜14ぺージ） 



現在の曰付と時間を設定しまず。 
(36、3日べージ） 



各モードの操作ち法をよ<読みます。 
(1 己〜 4] ぺージ） 



各モードで再生します。 


付属品の確認 


パッケージの中に似下のちのびすべてそろっている事をご確認ください。 


□ GHV - DF 7 UD 本体 1台 

□専巧リモコン 1個 

□USB min 旧ケーブル(約100 cm ) 1本 
□ス□ットカパ'-(ネジ付） 1個 

□ 1年間保証書 1部 


□専巧 AC アダプタ 1個 

□リモコン用ボタン電池 1個 

型番： CR 202己 (3 V ) 

□ドライバ CD-ROM 1枚 

□取扱説明書（本書） 1部 


1 


















目次 


はじめに_1 

設置の手順_1 

付属品の確認_1 

巧き上のごま意_3 

を全に正しくお使いいただくために_3 

使。上のお願い_10 

ホ7束くお使いいただくために_10 

対応メモリカードについて_13 

メモリカードの対応_13 

ファイルについて_14 

再生できるファイル_14 

著作権について_14 

各部のなまえ_1已 

本体_1已 

リモコン_1白 

昼本操作_17 

電源操作_17 

シヨートカツトボタン_17 

エクスプ □- ラ画面_18 

「PHOTO」 モード_20 

「PHOTO」 モード(基本操作方法）_20 

「PHOTO」 モード(応用操作ち法）_24 

rMus に」モード_26 

「MU5 に」モード(操作方法)_26 

rVIDEOJ モード_28 

「VIDEO モード」(操作方法)_ 吕8 

ファイル操作_30 

ファィ J レ操作ち法_30 

マスストレーシモード_ぶ 

マスストレージモード_32 

USB サブディスプレイモード_33 

USB サブディスプレイモード_33 

設定_36 

設定_ 3日 

その他_41 

故障かな？と思ったら_41 

仕様_42 

故障修理について_43 


吕 









































ま全上のごま意 


安全に正しぐお使いいただくために 


この取扱説明書は、製品を安全に正しくお使いいただ走、あなたや他の人々への危害や財産への損害 
を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。 

その表示と意味は;欠のよラになっています。表示の内容をよく理解してから本文をお読みください。 


■表示の説明 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び死亡または重傷を負ラ可能性び想定される 
Y B 内容を示していまず。 


A ミ + この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害を負う可能性び想定される内容、およ 

/ 1 \ ^ ■ Jst び補損害の発生び想定される内容を示していまず。 

なお、么ま家に記載された事県及び本艾中のを意事項でマークの無いま意事項でも状況によっては、 
重大な結果に結びつく可能性があります。必ず r 使用上のを意」を守ってください。 

■絵表示の例 


A A 記号は注意（警告を含む）しなければならない内容であることをおしています。 
図の中に具体的な;主意巧容（左図の場をは感電注意）び描かれていまず。 


Q 記号は禁止（やってはいけないこと）を示しています。 

図の中やお<に具体的な禁止内容（左図の場合は分解禁止）び描かれていまず。 


• 開は潮を額したり指示する離を示しています。 

図の中や近くに具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜く）び描かれていまず。 
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A 宙吿 (もし興 w が & こったら) 


© 

フラグをおく 


•煙が出ていたり、変なにおいや音がするとをは、すぐに電源スイッチをオフにし、専用 
AC アダプタをコンセントか5抜く 

そのまま使用ずると火災■感電の原因となりまず。煙び出なくなるのを確認し、販売店または弊社テクニカル 
ヴポートに修理をご依頼ください。お客樣による修理は危険ですから絶対おやめください。 


イ•内部に水や異物が入った場合は、すぐに電源スイッチをオフにし、専用 AC アダプタを 
]ンセントから抜く 

プラグを抜く そのまま使用ずると火災 ■ 感電の原因とな C まず。 P ぶ売店または弊せテクこカルサポートにご連絡<ださし、 


•落としたり、キャビネットを破損した場合は、すぐに電源スイッチをオフにし、専用 
AC アダプタをコンセントか5抜く 

フラグを抜く そのまま@用ずるとが-感電の原因とな D ます。販売または弊せテクこカルサポ~卜にご連絡<ださい。 


•専用 A C アダプタのコードげ傷んだり、電源プラグが発熱したときは、すぐに電源スイッ 
チをオフにし、コードや電源プラグが冷えたのを確認してコンセントか5抜く 

ブラグを抜く そのまま使用ずると)^が-感電の原因とな D まず。販売店または^なテクこカルサポートにご連絡<ださい。 
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A 含吿 


電源について 


0 

1 OOVi ^ U が禁止 


♦専用 AC アダプタを必ず交流1日日ボルト（已0/日日 Hz ) のコンセントに接続する 

交流]日0ボルト总がを使用すると、火災■感電の原因となります。また、たこ足配線等で、コンセントや 
配線器具の定格を超えて使用しないでください。発熱による火災の原因となります。 


•[! 外で使用しない 

この機器を使用できるのは日本国内のみです。船舶などの直流の C ) 電源には接続しないでください。火が 
5 S|L の原因となります。 


0 ^ •専用 AC アダプタの]日日 V 入力端テおよび端テの付おにほこりや金属物が付着してい 
Pt ^ る場含は、電源プラグを巧いてから乾いた布で取り除く 

そのまま使巧すると火が-感電の原因となります。また、電源プラグにほこりびたまると自然発火（トラツキ 
ング現象）を起こすことび巧日れています。年に数回、定期的にプラグのほこりを取り除いてください。 


〇 ♦専用 AC アダプタのコードの上に重いをのをのせない 

コードが本機の下敷きにならないようにしてください。また、電源コードび引っ張られないようにしてくださ 
し、コードび傷ついて、火災■感電の原因となります。コードの上を敷物などで覆うことにより、それに気づ 
かず、重い物をのせてしまラことびあります。 


•専用 AC アダプタのコードは 


〇 


•傷つけたり、延長するなど加工したり、加熱したりしない 

■引っ張ったり、はさんだりしない 

•無理に巧げたり、ねじったり、束ねたりしない 

コードび破損して火が-感電の原因となります。コードび傷んだら（な線の露出、断線など)、販売店または 
弊社テクニカルサポートに交換をご依頼ください。 
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A き告 


設置について 


Q 


•ぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所や振動のある場所に置かない 

本製品び落ちたり、倒れたりしてけびの原因となることびあじます。 


禁止 


0 


風呂場’シヤワ-室 
での使用禁止 


>風呂場-シャワー室など、水のかかる恐れのある場所では使用しない 

火が■感電-また故障の原因となりまず。 




>水が入ったり、城5さないようにする 

本製品は屋内専用に設計されております。ぬらさないよラにごま意ください。内部に水び入ると、火災■感 
ホれ_^止 電の原因となります。 


使庙について 


⑩ 


>修理-改造-分解はしない 

本製品のキャビネットをがしたり、改造したりしないでください。内部には、電圧の高い部分びあり、乂災- 
ホ , t 感電の原因となります。内部の点検-整備-修理は販売店または與社テクニカルヴポートにごを頼<ださい。 


城れ手禁止 


•城れた手で専用 AC アダプタの電源プラグを抜き差ししない 

感電の原因となることびありまず。 


0 •異物を挿入しない 

甚メモ I 」カードのス□ットや通風孔か5、内部に金属類や燃えやすいちのなどを差し込んだり、落とし込ん 
^_1]- だ0しないで<ださい。乂災-感電の原因とな0ます。特におモ様のいるご家庭ではごミ主意<ださい。 


接触禁止 


•雷げ鳴り出した5製品本体や専用 AC アダプタに触れない 

感電の原因となります。 
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A をを 


設置について 


〇 ♦専用 AC アダプタの電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込む 

差し込みび不完全ですと、発熱したり、ほこりび付着して火がの原因となることびあります。また、電源ブラ 
ぶず行 S グの刃に触れると感電ずることびあ0ます。 


0 ♦専用 AC アダプタの電源プラグは、根元まで差し込んでをゆるみげあるコンセントに接 
続しない 

禁止 発熱して火がの原因となることびあります。販売店や電気工事店にコンセントの交換を依頼してください。 


〇 

禁止 


♦専用 AC アダプタの電源プラグを抜く時は、電源コードを引っ張らない 

コードび傷つき火災-感電の原因となることびあります。必ずプラグを持って拖いてください。 


〇 ♦専用 AC アダプタの電源コードを熱器具に近づけない 

コードの被&くび溶けて、 火が. 感電の原因となることびあります。 

禁止 


〇 参温度が高い場所に置かない 

窓を閉め切った自動車の中や直射日光び当たる場所、ストープの近くなど、異常に温度び高くなる場所に放置 
しないでください。火災の原因となることびあります。また、破損、テの他部品の劣化や破損の原因となるこ 
とがありまず。 


〇 •調理台や加湿器のそばなど、油煙、湿気、ほこりのをい場所に置かない 

電気び油や水分、ほこりを伝わり、火が■感電の原因となることびあります。また、たばこの煙などを機器の 
巧5 1卜 故障の原因になることびあります。 


•移動させる場合は、電源スイッチを切り、必ず専用 AC アダプタの電源プラグをコンセ 
ントか5抜さ、外部の接続コードを外してか5行う 

プラグか巧く コードび傷つさ火災-感電の原因となることがあ0ます。 
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A をを 


使庙について 


0 •長時間音が歪んだ状態で使わない 

スピーカー等び発熱し、火災の原因となることびありまず。 

禁止 


A •本製品に乗ったりしない 

特におモ様はご注意<ださい。倒れたり、こわれたりしてけびの原因となることびありまず。 

ミ主意 


® •音量を上げすざない 

音量を上ばずざると、耳への刺激で聴力に悪い穀響を与えたり、ご近所の迷惑にな0ます。特に夜間は、曰中 
卜 よりも音量を下げるよラにしてください。 


0 ^ •旅行などで長期間ご使用にならない時は、安全のため必ず専用 AC アダプタの電源プラ 
グをコンセントから巧く 

通電状態で放置、保管すると、絶緑劣化、漏電などにより、また万一故障したとき、火災の原因となることび 
フラグををくぁります。 
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A をを 


モコン庙の電ミ也について 


〇 


>指定！;!外の電池は使用しない 

電池の破裂、液ちれにより、火災-けびや周囲をミち損ずる原因となることびありまず。 


禁止 


A 


>極性表示(プラス （+) マイナス（一）の向さ）にミ主意し、表示通りに入れる 

間違えると、電池の破裂、液われにより、火災■けびや周囲を巧損ずる原因となることびあります。 


を意 


〇 

電池を取出す 


>長時間使用しない時は、電油を取り出す 

>電池に表示されている[使用推奨期限]を過ぎたり、使い切った電池は入れておかない 

電池から液びちれて火が•けびや周囲を巧損する原因となることびありまず。ちし液びちれた場合は、電油ケー 
スについた液に直接触れずによくふきとってから新しい電池を入れてください。また万一、液び皮房やま服に 
ついた時は、すぐにきれいな水で洗い流してください。液び目に入った時は、ずぐにきれいな水で洗い、医師 
の治療を受けてください。 


■ 

4 


•充電-加熱-分解-ショートしたり、水や火の中に入れない 

電池の破裂、液をれによ0、火災-けびの原因となることびありまず。 


保守-点検について 


•定期的に通風孔や各メモ1」カードのス□ットなどのほこりを取り除いてください 

ほこりびたまったまま長い時間掃除をしないと、乂災や巧障の原因となることがあります。 


0^ •お手入れの際は安全のために、専用 AC アダプタの電源プラグをコンセントから抜いて 
わてください 

注意 感電の原因となることびありまず。 


9 

















使用上のお願い 


末永くお使いいただくために 


衝撃や振動を与えない 

•本製品に衝撃や強い振動をちえたり、 op いたりしないでください。 


動作中に専用 AC アダプタなどを絶対に巧かない_ 

♦動作中に専用 AC アダプタの電源コードをがしてしまラと本製品び故障したり、；><モリカードに0文モリーカード等)を破損 
したりする恐れびありまず。本製品の動作中には専用 AC アダプタを外さないでください。外す前には必ず電源をオフにし 
て < ださい。 


設置場所についてのごま意_ _ _ _ _ _ 

♦本製品は水平で安定した場所を選んで設置してください。ぐらぐ5ずる机や傾いているところなど不安定な場所では使わな 
いでください。故障の原因となります。 

♦本製品を設置ずる場所は、本製品の重さに十分に耐えられることを確認してください。 

♦本製品び落下した場合にけびの原因となるため、高い場所への設置はしないでください。 

•テレビやカラーモニターの上に本製品を設置しないでください。ビデオデッキなど、磁気の穀響を受けやずい機器とは離し 
て設置してくださし、。 

♦本製品をテレビやラジオ、ビデオの近くに置いた場合、本製品を使用中に画像や音声に悪い穀響をちえることびあります。 

万一このよラな症^^^び発生した場合は、テレビやラジオ、ビデオからでさるだけ離してくださし、。 

♦次のよラな場所は避けてください。 

-直射日光のあたるところ 
-湿気のをいところや風通しの悪いところ 
-極端に喜いところや寒いところ、急激な温度変化のある場所 
■ 振動のあるところ 
-ほこりの多いところ 

■油煙、蒸気、熱などびあたるところ（台所など） 
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上に物をのせない_ 

♦本製品の上に物をのせないでください。 


本製品を移動ずる場台のごま意_ 

♦本製品を移動したり捆包したりする場をは、必ず><モ1」カードのス〇ットにほこりび入5ないよラにしてください。また各 
ス□ットに対応メモリカードを入れたまま移動しまずと、故障の原因となる場含びあります。 


使わないときは電源を切っておく 

•各ス n ットから対広メモ U カードを取り出し、電源スイッチを切っておいてください。 

•長時間使用しないときは、専用 AC アダプタの電源プラグを抜いてください。 

♦テレビ放送やラジオ放送の電波が態により、本製品の電源を入れたままテレビやラジオに近づけると、画面にしま模様びで 
たり、雑音び出たりする場合びあります。このよラな場合は本製品の電源を切ってください。 


その他のごま意 

•殺虫剤や揮発性のをのをかけたりしないでください。 

♦コムやビニール製品を長時間触れさせることは、キャビネットを傷めますので避けてください。変色したり、印刷、塗装び 
はげるなどの原因となります。 

•長時間ご使巧になっていると、天板や後部びるか熱くなりますび、巧障ではありません。 


製品のお手入れについて_ 

•キャビネットや操作パネル部分のよごれは、柔らかい巧でからぶきしてください。 

♦よごれびひどい場合は、柔らかい巧を水で己〜6倍に薄めた中性洗剤に浸して、よく絞ってからよごれをふきとり、その後 
乾いた布でからぶさしてください。 

♦アルコール、シンナー、ベンジンなどは絶础こ使用しないでください。変色したり、印刷、塗装びはげるなどの原因となりまず。 
•化学デラきんをお使いの場合は、化学ぞラきんに添付の注意事頂をよくお読みください。 

♦お手入れの隙は、専用冉 C アダプタの電源プラグをコンセントから抜いてください。 
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結露について_ 

結露は対応;><モリカードや本製品を傷めます。よくお読みください。 

ぞ季などに本製品を寒いところから暖かい室内に持ち込んだり、本製品を設置した部屋の温度を暖房などで急に上げたりする 
と、内部に水滴びつきます（結露)。結露したままでは本製品は正常に動作しません。結露のが態にをよりますび、本製品の 
専用 AC アダプタの電源コードを抜いた状態で数時間放置し、完全に乾燥するまで待ってから電源を入れてください。また、 
夏でち、エアコンなどの風び本製品に直接あたると結露びおこることびあります。その場合は、本製品の設置場所を変えてく 
ださい。 

結露はこんなとさにおさます。 

-本製品を寒いところから急に暖かいところに移動したとさ 

-暖房を始めたばかりの部屋や、エアコンなどのを風び直接あたるところで使用したとき 
-夏季に冷房のきいた部屋や車内などから急に温度-湿度の高いところに移動して使用したとき 
-湯気び立ちこめるなど、湿気のをい部屋で使用したとき 

結露びおさやずい環境でのご使用はお控えください。 

-結露びおきた状態で本製品をお使いになりますと、本製品を構成する部品を傷めることびありす。 


巧責事項について_ 

♦火災、地震、第^者による行為、その他の事故、お客様の故意または超失、誤用、その他異常な条件下での使用により生じ 
た障害に関して、弊社は一切の責任を負いません。 

♦本製品の使用または使用不能から生ずる付随的な障害（事業利なの損失、事業の中断、記録巧容の変化-消失など）に関して、 
解社は一切の責任を負いません。 

♦取扱説明書の記載巧容を巧らないことにより生じた損害に関して、脾社は一切の責任を負いません。 

•解社び関与しない接続機器、ソフトウエアなどとの意図しない組み合わせによる誤動作やノ V ングアップなどから生じた損害 
に関して、弊社は一切の責任を負いません。 


クラス B 情報技術装置 


この装置は，クラス B 情報技術装置です。この装置は，家庭環境で使巧ずることを目的としていま 
すが.この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると.受信障害を引さ起こすこ 
とがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして下さい。 


VCC I - 己 
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対応メモリカードについて 


メモリカードの対応 


本製品で対応しているメモ I 」カー问ま次のをのびあります。 

- SD >< モリーカード - SDHC メモ U — 力ード 

-メモリースティック - US 己フラッシュメモ U 


♦全てのに D メモリーカード 」 rSDHC メモリーカード」「メモリースティック」 rusB フラッシュメモ U 」 の動作保証を 


ずるをのではありません。 

• MMC (マルチ;><ディアカード）での動作保証はしておりません。 
♦ SDail、SDHCaJ は SD -3 C、LLC の商標でず。 





メモリカードのお手入れについて_ 

•各メモ I 」カードの接点に指紋、ほこりなどのよごれび付くと、再生できなくなったり故障の原因となります。このよラなと 
きは、柔5かし佈で軽く拭いてください。 

♦シンナーやベンジンなど、揮発性の薬扇は絶対に使用しないでください。 

•静電気防止剤などは使用でさません。><モ|」カードを傷める原因となります。 


メモリカードの保管について_ 

♦高温の場所や直射日光の当たる場所、極端に温度の低い場所を避けて保管してください。 
♦お室や加湿器のそばなど、湿気やほこりのをい場所を避けて保管してください。 
•各>^モリカードは必ず専用ケースに入れて保管してください。 

•各^モリカードに付属していている注意書は必ずお読みください。 


本製品で各メモリカードを使用ずる前に__________ 

•各メモリカードを使巧する前にデータのバックアップを他のメモ I 」カードに取ってください。 
•蝶社ではメモ I 」カードのデータ消失等に関して一切の責任を負いません。 
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ファイルについて 



再生できるフつ 

?イル 


本製品で再生できるファイル形式は拟下の通りになります。 


画 

像 

JPEG / BMP 

-rt- 

楽 

MP 3 / WMA 

ムービー 

MPEG 1 / MPEG 2 / M - JPEG ( MOV / AVI ) / 3 GP 


参対応形式であってを、全てのファイル再生を保証するものではありません。 


著作権について 


♦テレビ、インターネット、 CD などか日録画-録音したメディアのコンテンツを無断で複製、放送、上演、有線放送、公開演奏、 
レンタル（有償、無償を問わず）することは法律により禁じられています。 

♦デジタルカメラなどで撮影した画像データは個人として楽しむなど挺が、著作権上権利者に無断で使巧でをません。 
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各部のなまえ 


本体 


1 2 3 4 5 6 




© 


7 8 9 
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1:【電源】ボタン 

2 : に SC 】 ボタン 

3 : 【ち】 ボタン 

4 :【左】ボタン 

己：【再生】/【一時停止】ボタン 
日： 【 MENU 】 ボタン 

7 : US 日 A 端モ 

8 : USB min 旧端子 
目： DC ジャック 

1日；スピーカー 
11:スタンド 
12：壁掛け巧 
1吕：盗難防止ホール 
14;ネジ巧 

1己： U モコン受光部揃風 
16 ； SD / MS 力ードス n ット 


電源のオン/オフをします 

エクスブ□ーラ画面内のカーソルを移動します 

カーソルをち移動、次のファイルに移動します 

カーソルを左移動、前のファイルに移動しまず 

写真/音楽/動画ファイルを再生します 

設を><ニューを開きまず 

USB フラッシュ:><モリを挿入しまず 

付属の USB minis ケープルでコンピュータと接続しまず 

付属の AC アダプタを接続しまず 

音声を出力します 

本製品を立てかける隙に伸ばして使用しまず 
本製品を壁に掛ける隙に使巧します 
セキュ U ティワイヤーび取り付けでさます 

ラックなどに固定ずる際に使用しまず「 M 3 x ( P 日.3日) x 日 mm (に日規格)」 
リモコンからの操作を受信します 

SD メモリーカード、^亡 U — スティックを挿入しまず（ス□ットカバー付き) 


1已 











































































リモコン 



exit 】 

吕 

【 MENU 】 

3 

【電源】 

4 

【 PHOTO 】 

已 

【 MUS に】 

6 

[ VIDEO ] 

7 

【 FUNC 】 

8 

陋お】 

9 

【上】 

10 

【下】 

11 

に】 

12 

拓】 

13 

ENTER 】 

14 

【 V 0 L +】 

15 

【 VOL -】 

16 

[ MUTE ] 

17 

腿大】 

18 

臟ル】 


1 2 3 



白 

8 

12 

10 

17 

18 


■■- 各動作の終了やエクスプローラ画面のカーソルを移動しまず 

■ ■. 設定；>^ニューを開きます 

.■- 電源のオン/オフをしまず 

■■- スライドショーを再生します 

■■- 音楽を再生しまず 

■■- 動画を再生しまず 

‘ ■. 画像の選択/ミ E 選択をします（エクスプ□ーラ画面の場合)※ 

■■- 画像を回転します 

■■- カーソルを 上 移動しまず 

■■- カーソルを下移動します 

■■- カーソルを左移動しまず 

■ ■. カーソルをち移動します 

■■- 項目を巧定しまず 

■■- 音量を上げまず 

■■- 音量を下げまず 

■■- 消音にしまず 

■.. 画儘を拡大表おします 

■■- 画像を縮ル表おします 


※動作中のモードや画面によって、動作び異なりまず。詳しくは P .21 「クイックメニューを表示する」、 
P .24 r 画像を切り取る」、 P .2 己 r 効果を使用する」、 P .2 目情楽ファイルの再生」、 P .30 「ファイルをコ 
ピーする」ちしくは、画面下に表示されるヘルプを参照してください。 


•本製品には品質保持のため、 U モコンに保護フイルムび貼られておりまず。 
実隙にご使用になる隙は、保護フィルムを剥がしてご使用<ださい。 
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昼本操作 


電源操作 


本項目では電源のオン/オフ、スタンバイの操作方法を紹介します。 


電源をオンにずる 


〇 


本製品背面の DC ジャックに付属の AC アダプタを接続し、リモコンの【電源】ボタンを押しまず。 
画面に 「 GAUDI 」 のロゴび表示された後、ェクスフローラ画面び表示されまず。 


電源をオフにずる 


〇 


本製品の電源びオンの状態からリモコンの情源】ボタンを押すとスタンバイになりまず。 

電源をオフにするには本製品びスタンバイ状態であることを確認し、 DC ジトックを取りがしまず。 


♦故障の恐れびありますので、必ずスタンバイ状態であることを確認してから取り外してください。 


—トカツトボタン 


リモコンの切下のボタンを押すと、動作モードをボタン1つで切り督えることびできます。 



スライドショーを再生します。 

音楽を再生しまず。 

動画を再生します。 
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エクスプ□ーラ画面 


「 GAUDI 」 のロゴび表おされた後に表示される画面びェクスプ□ーラ画面でず。 
この画面にはメモ I 」に保存されているファイルの一覧び表示されます。 



※上記は r 画像」選択時の一例です。 


① ■ ■. 選択されているメモ U の種類び表示されます。 

③■- 「ストレージデバイスアイコン」 

g 内蔵メモリのデータを読み込みます。 

Qusb フラッシュモリのデータを読み込みまず。 

qSD メモリーカード/メモ U - スティックのデータを読み込みます。 

③ ■ ■ . 「フォルダウィンドウ」 

フォルダの一覧び表示されます。遺巧中のフォルダは黄色で表示されます。 

(フォルダ階層ごとの表示ではなく、メモ I 」内のフォルダをずベて表示します。） 

④ ■■-フォルダ名を表示しまず。 

⑤ ... 「モードタブ」 

恼儘」惜楽」「ビデオ」び選択できまず。 

(例：「画像」を選択した場含、画儘ファイルのみ⑥「メインウィンドウ」に表示されます。） 

⑥ - ■ ■ 「メインウインドウ」 

再生できるファイルの一覧び表示されます。 

⑦ ... 「サブメニュ ー 」 

各項目でサブメニューび表示されまず。 


参本製品は工場出荷時にサンプル画像ファイルび10枚保存されています。悄り除可能) 
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ェクスブ□ーラ画面内でカーソルを移動/決定ずる 


© リモコンの EXIT 】 ボタンを押すごとにエクスプ□ー ラ画面の力ーソル選択項目び 

⑥ r メインウィンドウ」一(卽ストレージデバイスアイコン」一⑤巧ードタスー③「フォルダウィンドウ」と移 
動します。 



各項目内はリモコンの力ーソルボタンで移動し、 Enter 】 ボタンで決定します。 


読み込みメモリカードの変更 


本項目では「内蔵；><モ|」」 「 sdj >< モリーカード」「メモリースティック」 「 US 邑フラッシュ;/モリ」の読み込み変更方法を紹 
介します。 


♦拍降の解説については rSD メモ U - 力ード」「メモ U - スティック」 「 USB つラッシュメモリ」「两蔵 モリ」を モリ 
と表記いたしまずので、置き換えてお読みくださし、。 


ケース1(エクスフ□ーラ画面上でメモリを選択ずる） 


[enter) 


エクスプ n - ラ画面の⑤ r ストレージアイコン」に力ーソルを合わせ、【左】/【ち】ボタンで読み込みたいメ 
モリを選択してに NTE 引ボタンを押してください。 


ケース2 (ポッフアツフウインドウよりメモリを選択ずる） 


電源びオンのが態で^モリを挿入ずると凹下の;<ッセージび表示されます。そのまま読み込む場合は「日に」を選択してくだ 
さい。 


新しいデバイスが確認されました 

デバイスへ変更する場合 0 K ボタンを巧してください 
キャンセル OK 
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PHOTO モード 


「PHOTO」 モード（基本操作方法) 


本項目では 「 PHOTO 」 モードの基本操作方法を紹介します。 


スライドシヨーを再生ずる_ 

① ⑤ 



スライドショーを再生ずるには「エクスプ□ーラ画面」 （ P .18) で凶下の通り操作を巧ってください。 

Step.l 

⑤巧ードタブ」で個像」を選択しに NTE 刊ボタンを押しまず。 


Step .2 

に XIT 】 ボタンを巧します。（③ r フォルダウィンドウ」に選択項目び樓動します。） 



③ロオルダウインドウ」でフオルダを選択し、に NTER 】 ボタンを巧します。（⑥「メインウインド引に選択項目が移動します。） 


_ Step .4 _ 

©「方インウィンドウ」でファイルを選択し ENTER 】 ボタンを押ずとスライドショーび開始されます。 
エクスプローラ画面に戻るには EXIT 】 ボタンを押してください。 


スライドショー再生の画像ファイルを移動ずる 


®© 


スライドショー再生中にリモコンの【ち】/【下】ボタンを押ずとなの画像び表示されます。 


®© 


スライドショー再生中にリモコンの【左】/【上】ボタンを巧すと前の画像び表示されます。 
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スライドシヨー再生を一時停止ずる 


© スライドシヨー再生中にリモコンの ENTER 】 ボタンを巧すと一時停止します。 
再開するには、もう一度 ENTER 】 ボタンを押しまず。 


画像を}広大表示ずる 




スライドショー再生中にリモコン【拡大】ボタンを押ずと画像び拡大表示されます。拡大率は【拡大】ボタン 
を押すごとに rx 4 j rxi 6」 rx 日4」び選択できます。【縮小】ボタンを押すと、拡大表示び逆順に戻ります。 
※画像の縮尺表示 （ 1/2や1/4)はできません。 



拡大表示中にリモコンの [ FUNC ] ボタンを巧し、カーソルボタンで表示位置を移動でをます。 

拡大/縮ルの動作に戻るには、をラー度 【 FUNC 】 ボタンを押してください。 

スライドシヨー再生に戻るには EXIT ! ボタンを押した媛に「クイックニューを使用ずる」 （ P .21) をご 
覧ください。 


画像を回乾ずる 


© 


スライドショー再生中にリモコンの陋乾】ボタンを押すごとに時計回りに日日度ずつ画像び回乾しまず。 
画像び回転するとスライドショー再生は停止します。 

スライドショー再生に戻るには EXIT 】 ボタンを押した後に「クイックメニューを使用ずる」 （ P .21) をご 
覧ください。 


クイックメニューを使用ずる 


© スライドシヨー再生中にリモコンの 【 FUNC 】 ボタンを押ずとクイックメニューび表示されます。機能はじ(下 
の通りです。 


画像再生モード 


シングルち生モード 

—① 

スフイトンヨ ー モ ード 

-—⑤ 

マルチイメージモード 

i — ⑤ 

カレンダ ー& スライド 

^ —④ 

カレンダー&■シングル 

] —⑥ 

カレンダー&■時計 

^ —⑥ 

パズル 

1— ③ 

ラウンドサムネイル 

^ ——⑨ 

フリーサムネイル 

1—③ 

マルチラウンドサムネイル 

' ——⑩ 

フィルムサ厶ネイル 

i —⑩ 

画接情報オン/オフ 

1—麼 

キャンセル 

K ⑩ 
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① シングル再生モード 


⑥ スライド シヨー モード 




1枚の画像を表示し続けます。 


画像を順をにスライドショー再生します。 


③ マルチイメージモード 


④ カレンダ ー& スライド 




3枚の画像をフェード効果を利用して巧角上にスラ 
イ ド ショー再生しまず。 


カレンダー表示と霞スライドショーモードを組み合 
わせて表示しまず。 


⑥ カレンダ ー& シングル 


⑥ カレンダー&時計 




カレンダー表示と①シングル再生モードを組み合わ 
せて表示します。 


カレンダー表示と時計表示の背景に①シングル再生 
モードを組み合わせて表示します。 
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⑦パズル 


，> 画面び 

■mu •誌 

nnu^r 

LI の ■■!■■■ を 


画面び12分割され、パズルゲームび楽しめます。 

操作方法 

移動元のコマを選択しまず。 

.2 移動先のコマを選択します。 

選択したコマび入れ替わります。 

.3 上記操作を繰り返して画像を完成させてください。 
完成ずると次の画像び表示されます。 

はリモコンの力ーソルボタン、選択はに NT 巨引ボタ 
ンを使用しまず。 


⑥ ラウンドサムネイル 



4枚の画像び上下左ちから中央に向かってスライド 
ショー再生します。 


⑩ マルチラウンドサムネイル 



4枚の画徹びフエード効果を利用してスライド 
ショー再生します。 


⑥ フリーサムネイル 



4枚の画像び画面を回りなびらスライドショー再生 
しまず。 


⑩ フイルムサムネイル 


雖沁- 


、；， ，. r が:.、 



フイルムをスライドずるよラにスライドショー再生 
しまず。 


⑩画像情報オン/オフ 


⑩ キャンセル 


Ex け情報び画面の下に表示されます。 


クイックメニューを開じます。 


♦上記画像の各スライドショー効果と表示方法は一例にな0、メモ U に保をされている画像ファイルやフォルダ構成により 
異なります。 
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「 PHOTO 」 モード（応用操作方法) 


本項目では 「 PHOTO 」 モードの応用操作方法を紹介します。 


_画像に効果とフレームを使用ずる_ 

画撤の色調を変更したり、フレームを付けられます。 


Step. 1 

r ェクスプローラ画面」 （ P .1 目）で画像ファイルを選択して [ ENTER ] ボタンを押します。 


Step.2 

[ MENU ] ボタンを押して【下】ボタンを2回押しまず。 

(政下のよラな画面び表示されまず。） 

表示された画面の移動/巧定については「設定」 ( P .36) を合わせてご覧ください。 



兀函像お巧 


階層2 


編集後画像表示 


階層1 階層3 階層4 


■「効果」を使用する （Step.2 より続きまず） 

Step.3 _ 

階層3より画儘効果を選択し [ ENTER ] ボタンを押すと階層4にプレビュー表示されます。 


Step.4 


[ FUNC ] ボタンを押し、 「0 K 」 を選択ずると効果び適用されまず。 

効果を無効にするには Step .3 で「効果無し」を選巧して同様に操作してください。 


>1■効果」を適用した場合、表示ち法の変更のみになり、ファイルは上書をされません。 
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■ r フレーム」を使用する （ Step .2 より続きます) 


階層2 


階層] 階層3 階層4 


ぶ’み—よ^^ムニ—:^ころム互：^!^,- Si Step .3 

階層3よりフレームを選択し [ENTER] ボタンを押すとフルスク1」ーン表示されまず。 
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「 MUSIC 」 モード 


「 MUSIC 」 モード（操作方法) 


本項目では 「MUS に」モードの操作方法を紹介しまず。 

音楽ファイルの一覧表示/再生ずる 

r エクスプ□ーラ画面」 (P.18) で!; TF の通り操作を行ってください。 

Step . 1 

⑥「モードタブ」で悟楽」を選択し [ENTER] ボタン链甲します。 

(愈 r メインウインドウ」び再生できる音楽ファイルの一覧表示に切り督わります。） 


Step .2 

フォルダを選巧し、⑥「メインウインドウ」に移動しまず。 


Step .3 

【上】/【下】 ボタンで巧生したい音楽ファイルを選択します。 


_ Step .4 _ 

ENTER】 ボタンを巧すと音楽再生び開始され、画面び次項の通り切り替わります。 


音楽ファイル再生画面 



①- 「フオルダウインドウ」 

フオルダと音楽ファイルの一覧び表示されます。再を中の音楽ファイルは「>」マークび表示され、カー 
ソルで選択中のファイルは緑色に変わりまず。 

③■■-フオルダ名と再生中のファイル名び表示されまず。 
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③ .-. 「サブメこユ ー 」 

使用できるサブ>^ニューび表示されまず。詳しくは下記を参照してください。 
t 麵画議过 【FUNC】 ボタンを押すと、表示されるサブ^ニューと操作できる箇所が交互に切り替わります。 

フオルダウインドウの操作がでをます。（項目①参照） 

— r ^ tipaga リモコンの【左】ボタンを押ずと①ロオルダウィンドウ」び前ぺージに戻りまず。 
r ► リモコンの 【ち】ボタンを巧すと① r フオルダウィンドウ」び次ぺージに進みます。 
フレイヤーの操作ができます。（項目⑩参照） 

— La リ田 smi U モコンの【上】ボタンを巧ずとリピートモードの切り替えができまず。頒目⑨参照） 

【，I」モコンの【下】ボタンを押ずとイコライヴの切り智えびできます。（項目⑥参照） 

④ ■ 音楽ファイルに記録されたタグ情報を表おします。 

上から順に「ファイル名」「アーティストを」「アルバム名」び表示されまず。 

⑥■■-再生状況び表示されます。 

⑥■■-イコライヴの種類び表示され、政下を違おできます。 

「ノーマル」「□ック」「クラシック」「ジャズ」「ポップス」「スタジオ」「バラード」「クラブ」 fR&BJ 
「ダンス」 

③■■-「経超時間/再生時間」び表示されます。 

⑨ ... I」ピートモードび表示されます。 



⑨ ■ - . 「再生中のファイル番号/フォルダ巧のファイル数」び表示されます。 

⑩ ■■-「ビットレート/サンプルレート」び表示されます。 

⑩ ... リモコンの 【 VOL+】 / 【VOL—】 で音量び日〜1己の範囲で調節できます。 

猶 ■.. 音楽再生を料下の通りコント□—ルできます。 U モコンの 【FUNC】 ボタンを巧ずと項目⑩ r フォ 
ルダウインドウ」から項目麼へ力ーソルび移動しまず。【左】/【ち】ボタンで選択し、に NTER】 
ボタンで実行します。 


巧 

前の巧に移動しまず。 

巧 

音楽モードでは使用しません。（ビデオファイルをフルスク u— ン表示しまず。） 

〇 

早戻し再生します。（ボタンを巧すごとに速さを日段階で選択できまず。） 

巧巧 

一時停止/再生します。 

〇 

早送り再生しまず。（ボタンを押ずごとに速さを已段階で選択できます。） 

A 

再をを停止します。 

巧 

:欠の曲に移動しまず。 
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VIDEO モード 


「 VIDEO 」 モード（操作ち法) 


本項目では 「VIDE 日」モードの操作方法を紹介します。 


ビデオファイルの一覧表示/再生する_ 

r エクスプ□-ラ画画」 (P.18) でし: TF の通り操作を行ってください。 

I Step.l 

⑥「モードタブ」で「ビデオ」を選択し [ENTER] ボタンを押します。 

Step .2 

フォルダを選巧し、⑥「メインウインドウ」に移動しまず。 


Step .3 

【上】/【下】ボタンで巧生したいビデオファイルを違おしまず。 


Step .4 

[ENTER] ボタンを押ずとビデオ再生びフルスクリーンで開始されます。 


ビデオファイル再生画面 



フルスク U —ンでビデオファイル再生中にリモコンの EXIT】 ボタンを押すと於下の画面び表示されます。 



① 


⑥ 


⑦ 


③ 

③ 


①- 「フォルダウインドウ」 

フォルダとビデオファイルの一覧び表示されます。再生中のファイルは r>」 マークび表示 
され、カーソルで選択中のファイルは緑色に変わりまず。 

③■■-フオルダ名と再生中のファイル名び表示されます。 
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⑤ .. 「サブメニュ ー 」 

使用でをるサブメニューび表示されまず。詳しくは下記を参照してください。 
t 龍顧 ! お蚊圓 [FUNC] ボタンを押すと、表示されるサプニューと操作でをる箇所び交互に切0替わりまず。 
フォルダウインドウの操作がでさます。（項目①参照） 

— r .inigm リモコンの【左】ボタンを押ずと①ロォルタ'ウインドウ」び前ぺージに戻ります。 
r - »脚 U モコンの【右】ボタンを巧ずと①「フォルダウインドウ」び次ぺージに進みます。 

ブレイヤーの操作ができまず。（項目⑦参照） 

—I」モコンのに NTER】 ボタンを巧す項目⑦の各動作び行えまず。 

I * MSflaa リモコンの【上】ボタンを押ずと U ピートモードの切り替えびでさます。（項目⑥参照） 

④■■-再生状況び表示されまず。 

⑥ ... 1」ピートモードび表示されます。 （P. 吕7の項目感と同様になりまず。） 

⑥ ... リモコンの [V日 L+】 / 【VOL-】 で音量び日〜]己の範囲で調節でさまず。 

③ .■ . P.27 の項目避と同様になります。 
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ファイル操作 


イル操作ち法 


本項目ではファイル溪作方法を紹介しまず。 

内蔵メモリへコピー、移動、削除、フオーマットびでさます。 


ファイルをコピーずる 

本項目では SD メモ U— カード、メモリースティックに保をされている画儘ファイルを本製品の内蔵メモI」にコピーする場合の 
操作ちまを一例で紹介しまず。 

I Step . 1 

「読み込みメモ U カードの変更」 （P.19) の操作を巧い、読み込み元を SD メモリーカードに変更します。 


Step .2 

r エクスプ□-ラ画面」 CP.18) の⑥ r メインウィンドウ」でファイルを選択し、 【FUNC】 ボタンを押しまず。 
(違択したファイルのち上にマークび入りまず。） 


Step .3 

【MENU】 ボタンを押ずと政下の画面び開さます。 

表おされた画面の移動/決定ち法は「設定」 CP.36) ををわせてご覧ください。 



階層吕 


階層1 階層3 階層4 



階層吕で「ファイル」一階層3で「操作」一階層4で「コピー」と選択し、 【ENTER】 ボタンを押してください。 
(黄色いカーソルび階層3の「デバイス」へ移動します。） 



ENTER】 ボタンを押ずと階層4へ移動しまずので「メモリ」を選択して ENTER】 ボタンを押してください。 
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I Step .7 

「操作を開始しますか？」と表示され、 roKj を選巧するとコピーび開始されます。 

■ファイルを移動する （ Step .3 より続きまず） 

Step.4 の階層4で「移動」を選択し、同様に Step.7 まで操作を行ってください。 

■ファイルを削除する （ Step .3 より続きまず） 

St 叩.4の階層4で「削隙」を選択ずると r 選択ファイルを削除しまずか？」と表示され、 roKj を選択ずると削隙されまず。 

■画像ファイルを変換する （step.3 より続きます） 

内蔵:に画像ファイルをコピーずる隙のモードを選択できまず。 

Step .3 より 


Step .4 

階層3で「コピーモード」を選択ずると階層4で切下の通り選択でさまず。 

最適化 ■ 画像ファイルの辭儘度をモニタに表示ずるのに最適な辭像度に変換します。 

才I 」ジナル--- 画像ファイルを変換せずにコピーします。 


•ファイルの「移動」悄 Ij 除」は内蔵;><モリ畑こおいて、有効になります。 
•「最適化」は内蔵メモリに「コピー」する場合に有効になりまず。 
•最適化後の解像度は、画像ファイルによって異なります。 
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マスストレージモード 


マスストレージモード 


本項目では本製品をコンピュータと接続した際の機能を紹介しまず。 

USB ケーブルでコンピュータと接続ずる 


USB ケーブルで接続する前に本製品の電源をオフにしてください。 


Step.l 

本製品 (us 日 min 旧端デ）を付属の USB ケーブルでコンピュータと接続し、電源をオンにすると 

ちの画面び表示されます。 

PC と接続中 (USB ポート） 

メモリデバイス 
サブモニタ 



Step.2 

「メモリデバイス」を選択して ENTER 】 ボタンを押してください。 


_ Step .3 _ 

本製品の画面に 「PC と接続中」と表示されまず。コンピュータの画面には初回接続時のみデバイスドライバのインス!-ール 
画面び表示されるので、しばらくお待ちください。（日 S 標準のデバイスドライバび自動的にインストールされまず。） 


Step.4 

内蔵メモ U び〕ンピュータ上にリムーバブルディスクとして認識されます。ほ D/MS 力ードスロットをI」ムーバスレディスクとして認識します。） 


Step . 己 


コンピュータ上より内蔵メモ U にファイルをコピー、または削除でさます。 


♦ファイルをコピーする前に必ずデータのバックアップをお取りください。 
•U ムーバブル接続中は本製品の操作はできません。 

•US 日フラッシュメモリはリムーバブルディスクとして認識でさません。 


_コンピュータから取りがず_ 

リムーバブルディスクとして認識した本製品をコンピュータから取りがすには UTF の手順で行いまず。（本書は Windows XP 
で 「H」 /「I」ドライブとして認識した例で解説します。） 


Step . 1 

マイコンピュータを開き、I」ムーバブルディスクとして接続しているドライブ名を確認します。 



Step.2 




コンピュータのタスクトレイの「ノV— ドウエアの安全な取り外し」をクリック 
するとちのメニューび表示されますので、 「Step.l」 で確認したドライブ名 
と同じであることを確認してク U ックしてください。 


U ♦•■バー■•..パ■一 ■•. Mi ■'い • 





32 












































USB サブディスプレイモード 


USB サブディスプレイモード 


本項目では本製品をコンピュータに US 巨サブデイスフレイとして接続した時の機能を紹介します。 


コンピュータにドライパをインストールずる 


本製品を USB サブディスプレイとして使巧するにはコンピュータにドライバをインストールずる必要びありまず。ドライバを 
インストールずる前に本製品は接続しないでください。解説は Windows XP の例になりまず。 


Step . 1 


コンピュータの CD-ROM ドライブに付属のドライバ CD を挿入します。 


Step .2 


「Driver」 フォルダを開き、インストーラーファイルを実行します。 


Step .3 


「次へ」一「(この使用承語契約書を承認します)一 r 次へ」一「次へ」一「インストール」と選択します。 


Step .4 


「ソフトウエアのインストール」画面び2回表示されますので2回とを r 続行」を選択します。 


step . 已 


r 新しい A — ドウエアの検出ウイザード」画面び別途表示されますので、「いいえ、今回は接続しません」一「次へ」と選択し、 
「ソフトウエアを自動的にインストールする j 一「次へ」と選択しまず。 


step . 目 


「八ードウエアのインストール」画面び表示されますので「続行」を選択し「完了」を選択します。 


Step .7 


最後に表示された画面で「今すぐコンピュータを再起動します。」^「完了」と選択ずると再起動されまず。 
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Windows Vista/XP の場合 


コンピュータと接続ずる 


US 己ケーブルで接続する前に本製品の電源をオフにしてください。 


step . 1 


本製品を付属の USB ケープルでコンピュータと接続し、電源をオンにすると政下の画面び表示されます。 


Step .2 


「サブモニタ」を選択して ENTER】 ボタンを押してください。 


PC とち続中山 S 己ポート） 
メモリデバイス 
サブモニタ 


Step .3 


r 新しい从ードウエアの検出ウイザードの開始」画面び別途表示されますので、「いいえ、今回は接続しません」一「次へ」と選 
択し、「ソフトウェアを自動的にインストールずる」一「次へ」と選択します。 


Step .4 


「八ードウエアのインストール」画面が表示されますので「続行」を選択し「完了」を選択します。 


♦解説は例になり、実際の画面と異なる場合びありますので画面の指示に従ってくださし)。 


USB サブディスプレイ機能 


タスクトレイに常駐したアイコンをちク U ックすると]; TF の通りメニューび開さます。 


「マスストレージモード」 （P.32) に移行します。 US 日サブディスプレイ機能は無効になります。 

■③サブモニタ 

rus 日ヴブディスプレイモード」に移行します。マスストレージ機能は無効になりまず。 

■③回転 

本製品の表示ずる向きを政下の通り選択できます。 


A 巨 


> 

の 


av 




0° 90° 180。 


Windows 7の場合 



■①メモリデバイス 
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■ ® 明るさ 

本製品の画面の明るさを 1 〜5段階で調整しまず。 

■⑥位置調整 

本製品の表示位置を調整します。 

Windows Vista/XP の場合は、デスクトップでちクリックし、「画面のプ□パティ」を開き、「設赴をクリックしてください。 
表示位置を調整ずる場合は、本製品のアイコンをマウスでドラッグして変更します。 


■⑥言語 

に hinese」「English」「Japanese」「Korean」 び遺択できます。 

■③情報 

ドライパ J くージョンび表示されまず。 

■⑥終了 

タスクトレイに常駐しているアプリケーションを終了します。本製品は US 曰マスストレージモードへ移行します。 



Step.l 

タスクトレイに常駐しているアブ U ケーシヨンを終了して < ださし、。 



「プ□グラムの追加と削除」より 「Mini Monitor」 を選択し、「変更と削除」をク U ックしてくださし、 



表示された画面で「削除」をク U ックし、「はい」を選択してください。 



Windows 7の場合 



fc — ゴ * 


Windows Vista/XP の場合 
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En # 申 
巧疋 


[MENU ] 


本項目では本製品の設定画面の操作方法を紹介します。 

ェクスプ□—ラ画面でリモコンの 【MENU】 ボタンを巧ずと挡下のような設定画面び表示されまず。 


階層2—I 



階層1 


階層3 


階層4 


操作方法 


■階層移動する（階層1か5階層2へ） 

階層1の項目①〜⑥に力ーソルを合わせると階層2び自動表示され、に NTE 引ボタンを巧すと階層吕へ移動します。 

■階層移動する（階層2か5階層3/4へ） 

階層2よりに NTE 刊ボタンを巧ずと階層3へ移動します。 

同様に操作を行ラと階層4へ移動しまず。 


■確定する/前の階層へ戻る 

設定したい項目にカーソルを合わせて ENTER】 ボタンを巧すと、設定び確定します。 
前の階層へ戻る場合は Ext】 ボタンを押してください。 


電源オン 
ボタン操作 
動画 

バージヨン 


OSD 

OSD 


設定: 


机申 

巧足 


ゾ 


ぷ口 

定語お 
設英曰 
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①一般的な設定 


階層] 

階層2 

階層3 

階層4 

辭説 

一般的な設定 

言語 

OSD 

英語 

① 

日本語 

電源オン 

電源オン時表示 

デフォルト 

霞 

カレンダー 

画徹 

音楽 

ビデオ 

ボタン操作音 

ボタン操作音 

オフ 

③ 

効果音 T 

効果音2 

効果音3 

動画 

ディスブレイモード 

フルスク1」ーン 

④ 

オートスケール 

パージヨン 

円 mnware . XXXXX 

内蔵;>< モリ： 


⑤ 

愈 

空さ容量： 


① ■■-日 SD 言語を選択できまず。 

② ■■-電源オン時の表示を選巧できます。 

⑤■■-ボタン操作音を選択できまず。 

感■■-動画再生時の画面表示を選択できまず。（動画ファイルによっては有効にならない場合びあります。） 

⑤ -.. ※管理用となりまず。通常は使用しません。 

⑥ ■■-内蔵文モリ/各文モリカードの空き容量び表示されます。 


⑤ディスプレイ 


階層] 

階層2 

階層3 

階層4 

解説 

ディスプレイ 

LCD 設定 

明るさ 

日〜]日 

① 



二!ントラスト 

日〜1日 




色 

日〜]日 




パックライト 

〇〜1日 



①••-本製蟲の画面調節びでさまず。 
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③画像 



① -.■ スライドショー再生の切り替わる間隔を選巧できます。 

③■■-スライドショー再生中に音楽再生を巧ラか選択できまず。 

③■■-画像の表示方法を選択でさます。（画徹ファイルによっては有効にならない場合びあります。） 
@ スライド ショーの 順番を選択できます。 

感■■-スライドショー効果を選択できます。 

愈■■-ェクスフ□ーラ画面のサムネイル表示の方法を選択できまず。 
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④時間 


階層] 

階層2 

階層3 

階層4 

锅説 

時間 

曰付&時間 

年-月-曰 

2009-1 1-24 

① 

時間 

12：00 PM 

③ 

時間表をモード 

12時間 

③ 

24 時間 

自動パワーオン 

リピート 

無効にする 

④ 

1曰 

毎曰 

平曰 

週末 

バワーオン時間 

12：00 AM 

感 

パワーオフ時間 

12:00 AM 

感 

アラーム 

1」ピート 

無効にする 

⑦ 

1曰 

毎曰 

平日 

週ホ 

時間設定 

12：00 AM 

感 

交力果音 

効果音] 

感 

効果音2 

効果音3 

効果音4 


①■■-現在の r 年」「月」「曰」を設定しまず。 

⑤ ■■-現在の時刻を設定しまず。 

③ ■■-時間表おモードを選択できまず。 

④ ■■-本製品の電源び自動的にオンになる周期を設定しまず。 

⑥ ■■-電源び自動的にオンになる時間を設定します。 

⑥■■-電源が自動的にオフになる時間を設定します。 

® ■■-アラームび鳴る周期を設定しまず。 

感■■-アラームび鳴る時間を設定します。 

感■■-アラームの効果音を設定します。 
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⑥画像編集 



①■■-画像ファイルの色合いび選択できまず。 

⑤ -■. 画像ファイルにフレームの飾りつけびできます。 

※画儘ファイルの編集方法については 「PHOTO! モード（応用操作方ま） （P.24) をご覧ください。 


⑥デバイス 


階層1 

階層2 

階層吕 

階層4 

解説 

デバ'イス 

ファイル 

ファイル選択 

ファイル選択 

① 

コピーモード 

最適化 

③ 

オリジナル 

操作 

コピー 

③ 

移動 

削除 

デバイス 

モ1」 

④ 

フオーマット 

フォーマット 

メモ1」 

⑥ 

ファームウエア 

ファームウエア種別 

ファームウェア 

愈 

システムファイル 

全て 

デバイス選択 

USB 

⑩ 

SD/MS 

1」セット 

1」セット 

1」セット 

感 


① ... エクスプ□-ラ画面に戻りまず。リモコンの 【FUNC】 ボタンを押ずと P で選択できます。 

⑤ ■■-内蔵メモリに画像ファイルをコピーずる隙の画像解像度を調整します。 

感 ..■ ファイルの移動方法を選択しまず。 

④ ... 内蔵メモリにファイルコピーずる際に使用します。 

⑥ -■- 内蔵;<モリをフォーマットします。 

⑥ ... #管理用となります。通常は使用しません。 

⑦ ■■- #管理用となります。通常は使用しません。 

感■■-本製品の設定を工場出荷値に戻します。 

※ファイルコピーの操作方法については「ファイル操作」 (P.30) をご覧ください。 
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その他 



故障かな？と思った5 


動作が停止ずる 

♦ボタンを連打ずると処理び異常となり停止ずる場合があります。 

停止した場合は冉 C アダプタを本体から取り外して、電源を入れなおして < ださい。 

電源び入5ない 

•AC アダフタのプラグがコンセントへしっかりと差し込まれているか確認してください。 

リモコンびさかない 

参電池の十、一の向きを確認してください。 

•電池び消耗している場合は新しいちのと交換してくだごい。 

♦U モコンを本製品の受信部に向けて操作してください。 

♦U モコンと受信部の間の障害物を取り隙いてください。 

映像が映5ない 

♦ 1」モコンを操作して電源を入れたことを確認してください。 

♦本製品で対応しているメモリカードとファイル形式か確認してくださし、。 

音声び出ない 

♦音量レベルを確認してください。 

♦消音になっていないか確認してください。 

♦本製品で対応している^モリカードとファイル形式か確認してください。 

再をでさない 

•本製品で再生でさる分モ U 力ードか確認してください。 

♦メモリカードびミちれていないか確認してください。 

よごれている場合は、きれいに&いてください。 

♦メモリカードび正しく本体にセットされているか確認してください。 

♦メモリカードに記録されているファイルび本製品で再生でさるをのか確認してください。 

♦寒いところから急に暖かいところに持ってさたとさなどに、本体内部に露び付くことびあり 

ます。1〜2時間放置してください。 

動画再生の 

♦動画の画面比率び合わない場合、「の一般的な設定」（ド,37)の「動画」^「ディスプレイモー 


画面比率び合わない ド」の項目を変更してください。をし設定を変更しても、画面比率びをわない場合は、別途動画 

編集ソフトで動画の周囲にク□ップ(黒帯)を入れて調整してください。尚、弊社では動画編集 
はサポート巧象がにな0まずのでご了承ください。 
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端 


製品型ま GHV-DF7UD 


スクリーン 

7インチ作 T 液晶 

觸像度 

800X480 pixel (1 己； 9) 

コントラスト比 

已〇ひ1 

輝度 

20日 cd/m 

内蔵メモ U 

2GB ※容量の一部はシステムで使用されます。 

再生可能メモ U カード 

SD(8M 目〜 2G 目)/ SDHC(4G 目〜吕 2G 目)/ MS (吕 2M 目〜 2G 巨)/ 

US 目(巨 4M 目〜吕 G 目） 

再生可能フォーマット 

画1象： JPE 白/ BMP 

音楽： MP3/WMA 

動画： MPEG] / MPEG2 / M-JPEG(MO\///\VI) / 3GP 

対応吕語 

日本語/英語 

対応日 S 

Windows7 / WindowsVista(S 戶吕）/ WinclowsXP(SP3/32bit) 

電源 (AC アダプタ） 

人力: AC100V 50/60HZ 

出力: DC 已V/2.0 A 

消費電力 

已 W (製品本体のみ） 

搭載端テ 

USB 入力端デ、 SD/MS 力ードス□ット 

スピーカー 

1W+ 1W 

動作温度範囲 

日で〜4び C 

動作湿度範囲 

己％〜8己％(ただし結露なきこと） 

外形寸法 

W 208 X D28 X H 137 (mm) 

重量 

約41日邑(本体のみ） 

製品構成 

■白 HV-DF7UD 本体 1台 

■ 専用 AC アダプタ ] 個 

■ 専用リモコン ] 個 

■ U モコン用ボタン電池「型番; CR 202已 （3V )」] 個 

.US 臣 min 旧ケーブル（約] 00 cm) ] 本 

. ス□ットカバー(ネジ付） 1個 

-ドライバ CD-ROM 1枚 

’取扱説明書(本書） ] 部 

-1年間な証書 ] 部 


♦仕様および本製品のデヴインは、改良のため予告なしに変更することがあります。 
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故障修理について 


故障-修理についてのお問合せは、下記のサービス窓□にてご相談ください。 


ヴポート，客 □ 

グリーンハウステクニカルサポート 

ホームぺージ 

http://www. 邑 「 een-house.co.jp/ 

サポートダイヤル 

03-5421-0580 

受付時間 

10: 日日〜] 2:00/13: 日日〜] 7:00 (弊社留業曰のみ） 

FAX 

03-54 吕 1-22 目 6 (吕 4 時間受 f 寸） 

住所 

干]已日-日日 13 東京都お谷区恵比寿] -2 日- 22 兰富ビル 4 階 


テクニカルヴポートダイヤルの時間は、予告なく変更ずる場をびあります。ご確認はホームページにてお願い致します。 
サボートを受ける為にはユーヴー登録び必要になります。弊社ホームページよりご登録お願い致します。 

ご使用上のご質問、お問い合わせは弊社ホームページ内のお問い合わせフォームよりお願い致しまず。 
(http://www.green-house.co.jp) 


♦本書の内容の一部又は全部を無断転載ずることは固くお断り致しまず。 

♦本書の内容については将来予告なしに変更することびあ0ます。 

♦本書に記載したを社名-商品名は、各社の商標又は登録商標でず。 

♦本書の内容については万全を期して作成いたしましたび、万一誤りや記載漏れ等お気づさの点びありました日、お買い上げの 
販売店までご連絡<ださい。 

♦乱了、落 T はお取替えいたしまずので、お買い上げの販売店までご連絡ください。 
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絮 GAUDI 

GHV-DF7UD シリーズ 


AcREEN HOUSE 株式会社グリーン A ウス 

干 150-001 3東京都渋谷区恵比寿 1-20-22 S 富ビル 4F 

テクニカルサポートダ<啊レ TEL: 03-5421-0580 

グリーン八ウスホームぺージ： http://www.green-house.co.jp/ 



